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石岡一高野球部が春
の甲子園に初出場し
ます。市内のスポー
ツ少年団の子どもた
ちや監督からの応援
メッセージです。
2月 1日時点の人口
は 9ページに掲載。

石　岡



▲石岡一高が関東大会初勝利時
（平成 28 年 5月群馬県）

地域のみんなで盛り上げよう！石一旋風に期待

　石岡第一高等学校野球部甲子園出場お
めでとうございます。明治 43 年に新治郡
立農学校としてスタートし、今年は創立
110 年目という記念の年です。農業県で
ある茨城県の中で最も肥沃な土地に恵ま
れていた新治郡で、農業の担い手育成の
ために設立された県内唯一の郡立農学校
でした。
　現在の石岡小学校の校地の一角で旧石
岡高等小学校の校舎を利用して開校。創
立百周年記念誌によると創設当時、農場
を確保する郡費がなかったため、町の有
志の寄付金で農園を開設し、職員と生徒
が開墾整備にあたったそうです。大正

12 年に石岡農学校と改称し、現在の校
名になったのは昭和 24 年のこと。石岡
一高の創設には、地域の人々の期待と熱
い思いが込められています。長年の夢で
あった甲子園出場が現実のものとなりま
した。これもひとえに地域の方々の支え
によるもの。こんなに地域に愛されてい
る野球部はほかにはないでしょう。
　いきいき茨城ゆめ国体の石岡市開催競
技はバドミントン。石岡一高野球部の躍
進が国体の盛り上がりと石岡市全体の
スポーツ振興につながるように祈念し、
エールを送ります。

石岡市長 今泉文彦

石
岡
第
一
高
等
学
校 

野
球
部

 

甲
子
園
初
出
場
お
め
で
と
う
！

　

平
成
の
最
後
に
、
夢
と
希
望
あ
ふ
れ
る

ニ
ュ
ー
ス
が
届
き
ま
し
た
。
１
月
25
日
、
第

91
回
選
抜
高
等
学
校
野
球
大
会
︵
３
月
23
日

か
ら
12
日
間
・
甲
子
園
︶
の
出
場
校
を
決
め

る
選
考
委
員
会
が
大
阪
府
の
毎
日
新
聞
社
本

社
で
開
か
れ
、
石
岡
第
一
高
等
学
校
︵
大
和

田
俊
一
校
長
︶
野
球
部
が
21
世
紀
枠
で
甲
子

園
と
い
う
大
舞
台
で
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　

21
世
紀
枠
と
は
、
前
年
の
秋
季
県
大
会

で
ベ
ス
ト
８
以
上
に
入
り
、
他
校
の
模
範

と
な
る
学
校
が
選
出
さ
れ
る
も
の
で
、
全

国
か
ら
３
校
が
選
ば
れ
ま
す
。

　

ま
ず
県
で
１
校
が
選
出
さ
れ
、
一
都
七

県
が
集
ま
る
関
東
地
区
で
さ
ら
に
１
校
に

絞
り
込
ま
れ
ま
す
。
北
海
道
か
ら
九
州
地

区
ま
で
の
代
表
９
校
か
ら
東
日
本
の
代
表

と
し
て
、
石
岡
一
高
、
西
日
本
か
ら
は
富

岡
西
︵
徳
島
県
︶
と
熊
本
西
︵
熊
本
県
︶

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

練
習
時
間
や
環
境
面
で
制
約
の
あ
る
中
で

「
選
手
自
ら
が
、
弱
点
に
気
づ
き
、
解
決
法
を

考
え
る
」
と
い
う
自
主
性
を
育
て
る
指
導
方
針

で
11
年
間
、
石
岡
一
高
野
球
部
を
率
い
て
き
た

の
は
川
井
政
平
監
督
︵
石
岡
市
出
身
︶。
茨
城

県
で
初
と
な
る
「
21
世
紀
枠
選
出
」
で
あ
り
、

石
岡
市
初
の
甲
子
園
出
場
校
の
誕
生
で
す
。

「
新
し
い
文
武
両
道
の
可
能
性
」

　
県
内
で
唯
一
の
造
園
科
と
、
果
樹
や
草
花
の

栽
培
技
術
が
学
べ
る
園
芸
科
、
国
公
立
大
学

へ
の
進
学
実
績
を
多
数
あ
げ
て
い
る
普
通
科

の
ほ
か
定
時
制
学
科
も
あ
り
、
全
校
生
徒
は

１
０
０
０
人
近
く
の
大
規
模
校
。
石
岡
一
高
の

野
球
部
員
49
人
の
う
ち
22
人
は
、
造
園
科
と
園

芸
科
で
学
ん
で
い
ま
す
。
選
考
委
員
会
で
は
、

農
業
実
習
な
ど
で
全
体
練
習
の
時
間
が
限
ら
れ

て
い
る
中
、
効
率
的
な
練
習
を
行
い
成
果
を
出

し
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
の

一
人
は
、
実
業
を
学
び
な
が
ら
部
活
に
も
取
り

組
む
姿
に
「
新
し
い
文
武
両
道
の
可
能
性
が
あ

る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
ま
し
た
。
進
学
率
や
点
数

だ
け
で
な
く
、
専
門
性
が
あ
り
実
践
的
な
学
び

が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
昨
年
の
「
金
足
旋

風
」
も
後
押
し
に
な
り
ま
し
た
。

大
舞
台
で
も
、

　
自
分
た
ち
ら
し
い
野
球
を

　
石
岡
一
高
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
会
長
の
五ご

と
う頭

和か
ず
み三

さ
ん
は「
出
場
決
定
の
一
報
を
受
け
た
時
に
は
、

全
身
が
震
え
る
よ
う
な
気
持
ち
で
し
た
。
選
手

た
ち
に
は
、
の
び
の
び
と
、
そ
し
て
力
を
存
分

に
発
揮
し
、
石
岡
一
高
の
力
を
見
せ
て
き
て
ほ

し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

（挿絵・題字説明）墨絵は同
校出身の日本画家、飛澤龍神
さん作、かつて石岡一高に
あった松林からまちなみを
望む景色です。文字は久保
田健一郎さん（同窓会会長）
に書いていただきました。

みんなで掴んだ、
　　　　　夢の舞台―

　広報いしおか３月１日号　№３２２　　　２　　　　　　　
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練習に打ち込む選手たちを見守るようにグラウンドのバックネットには「走
そ う し

姿顕
け ん し ん

心 全員野球～この地より甲子園へ
～」という書かれた横断幕が掲げられています。走姿顕心の意味は、「走る姿に、その人の心が顕われる」です。

　　　　　　　３　　　広報いしおか３月１日号　№３２２

（写真 1）2 月 2 日の練習の合間に。1 年生 27 人、2 年生 19 人、
マネージャー 3 人、計 49 人のチームです。

（写真2）1 月 25 日、出場が決定した知らせを聞いた野球部員
たち。この日はインフルエンザによる学級閉鎖で登校できな
かった部員やマネージャーの生徒たちもいましたが、49 人の
生徒たち、監督、部長、コーチ、OB、保護者、応援する地域
住民、みんなでつかんだ甲子園出場です。

写真 1

写真2



　
２
月
上
旬
、
日
が
暮
れ
て
薄
暗

く
な
っ
た
放
課
後
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

か
ら
は
「
カ
キ
ー
ン
」
と
白
球
が

飛
ぶ
音
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　
取
材
に
お
邪
魔
す
る
と
「
こ
ん

に
ち
は
！
」
と
球
児
た
ち
は
帽
子

を
取
り
、
と
て
も
気
持
ち
の
よ
い

あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
甲
子
園
出
場
決
定
前
か
ら
、
新

聞
や
テ
レ
ビ
に
多
く
取
り
上
げ
ら

れ
、
決
定
後
、
ま
す
ま
す
注
目
を

集
め
て
い
る
石
岡
一
高
野
球
部
。

　
そ
ん
な
中
、
変
わ
ら
ず
地
道
に

練
習
を
続
け
る
彼
ら
に
は
、
地
域

住
民
や
Ｏ
Ｂ
か
ら
差
し
入
れ
が
届

き
ま
す
。

「
お
米
や
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
、コ
ロ
ッ

ケ
に
か
ら
揚
げ
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
差
し
入
れ
を
い
た
だ
い
て
、
本

当
に
あ
り
が
た
い
で
す
」
と
２
年

生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
金
子
さ
く
ら

さ
ん
。
１
年
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

阿
部
千
夏
さ
ん
、
鈴
木
咲さ

え依
さ
ん

と
一
緒
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
端
に
あ

る
水
道
で
、
毎
日
四
升
の
米
を
炊

い
て
い
ま
す
。
金
子
さ
ん
は
、
石

岡
一
高
の
野
球
部
だ
っ
た
兄
の
影

響
で
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
志
願
し
ま

し
た
。「
同
級
生
た
ち
は
裏
表
が

な
く
真
っ
す
ぐ
。
お
互
い
を
思
い

合
っ
て
い
て
、
本
当
に
い
い
チ
ー

ム
だ
と
思
い
ま
す
」

　
差
し
入
れ
を
持
っ
て
練
習
を
見

に
来
て
い
た
臼
井
健
太
さ
ん
は
６

年
前
に
卒
業
し
た
野
球
部
Ｏ
Ｂ
。

「
入
社
２
年
目
の
年
、
取
引
先
の
会

長
が
い
ら
し
た
の
で
、
あ
い
さ
つ

を
し
た
ら
『
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し

い
あ
い
さ
つ
を
受
け
た
の
は
久
し

ぶ
り
だ
』
と
褒
め
て
い
た
だ
き
、

名
刺
交
換
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
あ
い
さ
つ
は
基
本
中
の
基
本
。

で
も
当
た
り
前
に
で
き
る
の
は
野

球
部
で
の
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。
仕
事
で
壁
に
ぶ
つ

か
っ
て
も
、
ど
う
や
っ
た
ら
乗
り

越
え
ら
れ
る
か
を
考
え
、
成
果
を

出
せ
た
と
き
が
働
く
喜
び
」
と
話

す
眼
差
し
は
ど
こ
ま
で
も
真
っ
す

ぐ
。
野
球
に
一
心
に
打
ち
込
ん
だ

経
験
は
、
卒
業
後
の
人
生
に
も
多

い
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

生
徒
の
数
だ
け
、
野
球
を
通
し
た
「
学
び
」
が
あ
る

投手（八郷中出身）
岩本大地さん（2 年）

自分の弱点を見つめ、監督や
トレーナーにアドバイスをも
らいながら、走り込みや下
半身の筋トレなどの練習メ
ニューを自分で考えること
で、「自分で気づくこと、考
えること」が鍛えられまし
た。こういう練習をさせても
らえて石一に来てよかったな
と思っています。
スポ少の監督たち、地域の人
たちがとても喜んでくれてい
るのが嬉しいです。活躍する
姿を見せることで、自分の気
持ちを伝えたいです。

捕手（府中中出身）
中山颯太さん（1 年）

練習前と練習後には必ず、部
員全員でグラウンド整備を行
います。マネージャーはスコ
アブックを付けてくれたり、
補食を作ってくれたり、保護
者は練習試合に応援に来てく
れたりと、野球ができる環境
と、それを支えてくれている
人たちへの感謝の気持ちや

「礼儀」の大切さを感じてい
ます。小学３年生からスポ少
で始めた野球、これまでに教
えてもらったことを忘れずに
甲子園では恩返しできるよう
なプレーがしたいです。

主将（霞ヶ浦中出身）
酒井淳志さん（2 年）

技術面ももちろんですが、応
援してくれる地域の方々、
OB の先輩方との関わり、同
級生や後輩とのコミュニケー
ションを通して人間性を磨け
る環境で学べていることがた
くさんあります。この仲間た
ちと野球がやりたいと思っ
て、石岡一高に来ました。そ
の仲間と一緒に、甲子園に行
けることを本当に嬉しく思っ
ています。「部員全員」の力
が出し切れるように、一戦一
勝、目の前の相手に一生懸命
向かっていきたいです。

選手インタビュー「野球を通して学べたことは何ですか？」

　広報いしおか３月１日号　№３２２　　　４　　　　　　　

選
手
や
Ｏ
Ｂ
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
聞
き
ま
し
た
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「
本
気
で
取
り
組
ん
だ
経
験
は
、
人
生
の
糧
に
な
る
」

　

49
人
の
部
員
を
ま
と
め
る
の

は
、
監
督
の
川
井
政
平
さ
ん
を
筆

頭
に
、
部
長
の
林
健
一
郎
さ
ん
と

顧
問
の
人
見
有
樹
さ
ん
の
３
人
の

先
生
た
ち
で
す
。
放
課
後
に
週
末

と
部
活
指
導
に
熱
が
入
り
ま
す
。

　
川
井
監
督
は
、
波
崎
柳
川
高
校

か
ら
平
成
21
年
に
石
岡
一
高
に
赴

任
。
当
初
は
コ
ー
チ
と
し
て
指
導

に
あ
た
り
、
監
督
９
年
目
を
迎
え

ま
す
。
就
任
以
来
、
石
岡
一
高
で

史
上
初
と
な
る
県
大
会
ベ
ス
ト
４

や
関
東
大
会
出
場
な
ど
の
成
果
を

あ
げ
て
き
た
川
井
監
督
に
お
話
し

を
伺
い
ま
し
た
。

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
、

意
思
疎
通
と
目
的
意
識
の
共
有

「
昨
年
９
月
の
秋
季
県
大
会
の
藤

代
高
校
と
の
準
決
勝
は
、
延
長
13

回
の
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
に
突
入
し
、

４
対
５
で
敗
れ
る
非
常
に
惜
し
い

試
合
展
開
で
し
た
。
で
も
生
徒
た

ち
が
本
気
で
や
っ
た
こ
と
は
伝
わ

り
ま
し
た
か
ら
、
こ
の
経
験
を
今

後
の
人
生
の
糧
に
し
て
ほ
し
い
と

声
を
か
け
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。
そ
こ
か
ら
12
月
に
関
東
地
区

の
代
表
に
決
ま
り
、
全
国
９
校
中

の
３
校
に
選
ば
れ
、
１
月
25
日
に

は
甲
子
園
出
場
決
定
と
、
本
当
に

あ
っ
と
い
う
間
の
半
年
間
で
し

た
。
何
球
も
積
み
重
ね
、ね
ば
り
、

ヒ
ッ
ト
を
重
ね
て
点
に
つ
な
が
る

よ
う
に
、
自
分
の
力
だ
け
で
は
突

破
で
き
な
い
こ
と
も
、
チ
ー
ム
の

力
で
突
破
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
生
徒
に
は
野
球
を
通
し
て
、

そ
ん
な
経
験
を
し
て
も
ら
い
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
生
徒
同
士
の
意
思
疎
通
︵
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
︶
と
目
的
意

識
の
共
有
が
不
可
欠
。
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
自
分
の
考
え
を
伝

え
た
り
、
人
の
話
を
聞
い
て
『
自

分
は
ど
う
な
の
か
？
』
と
考
え
る

こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
物
事
を

相
対
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
生

徒
た
ち
に
は
定
期
的
に
話
し
合
い

の
時
間
を
持
た
せ
て
い
ま
す
」

　
勝
ち
た
い
気
持
ち
は
大
切
だ
け

れ
ど
、
勝
ち
た
い
と
い
う
「
欲
」

は
長
続
き
し
な
い
と
話
す
川
井
監

督
。「
生
徒
た
ち
の
人
生
を
ト
ー

タ
ル
で
考
え
た
と
き
に
『
つ
け
て

ほ
し
い
力
』
は
何
な
の
か
を
見
失

わ
な
い
よ
う
に
。
そ
れ
を
一
番
大

切
に
し
て
い
ま
す
」

何
歳
に
な
っ
て
も

　
「
夢
」
を
も
っ
て
い
る
人
で

　
　
　
　
　
　
あ
っ
て
ほ
し
い

「
野
球
を
通
し
て
、
こ
ん
な
人
間

に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
の

は
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
優
し

く
て
、
思
い
や
り
が
あ
っ
て
ハ
ー

ト
が
強
い
。
人
と
の
縁
を
大
切
に

で
き
る
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
に
富

ん
で
い
て
、
創
意
工
夫
が
あ
る
。

い
く
ら
で
も
出
て
き
ま
す
が
、
一

番
は
何
歳
に
な
っ
て
も
夢
を
も
っ

て
い
る
人
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
そ

の
た
め
に
、
10
代
の
若
い
時
に
本

気
に
な
っ
て
何
か
に
取
り
組
め
る

よ
う
な
環
境
を
つ
く
っ
て
あ
げ
た

い
で
す
ね
。
情
熱
を
そ
そ
い
だ
経

験
は
、
絶
対
に
そ
の
後
の
人
生
の

糧
に
な
り
ま
す
か
ら
︱
」

生徒にノックを打つ川井政平監督（写真右）。柿岡小・柿岡中出身で、高校時代は、平成 3 年に竜ケ崎一高から甲
子園に出場。今回の 21 世紀枠の選考にあたり、選考委員から「新たな文武両道の可能性がある」と評された背景
には、農業県である茨城県と石岡一高造園科、園芸科の特色を織り交ぜた推薦文がありました。作成したのは林健
一郎部長（野球部）。二人は竜ケ崎一高野球部の同級生です。

　　　　　　　５　　　広報いしおか３月１日号　№３２２

石
岡
一
高
野
球
部
の
川
井
監
督
に
聞
き
ま
し
た
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市
内
に
は
石
岡
一
高
を
含
め
て

３
つ
の
公
立
高
校
が
あ
り
、
石
岡

第
二
高
等
学
校
の
生
活
デ
ザ
イ
ン

科
、
石
岡
商
業
高
校
の
商
業
科
・

情
報
処
理
科
と
、
３
校
全
て
で
実

業
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
が
特

徴
で
す
。
石
岡
一
高
甲
子
園
出
場

決
定
の
理
由
の
一
つ
に
、
造
園
・

園
芸
と
い
う
実
業
科
目
を
学
び
な

が
ら
部
活
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
が
「
新
た
な
文
武
両
道
の
可
能

性
」と
い
う
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
市
内
で
実
業
科
目
を
学
ぶ

高
校
生
た
ち
に
と
っ
て
も
励
み
に

な
る
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。

本
物
か
ら
学
ぶ
、
石
岡
二
高

　

明
治
45
年
創
立
で
今
年
で

１
０
７
年
を
迎
え
る
伝
統
校
。
平

成
８
年
か
ら
共
学
に
な
り
ま
し
た
。

普
通
科
の
ほ
か
に
生
活
デ
ザ
イ
ン

科
が
あ
り
、
調
理
や
被
服
、
保
育

な
ど
の
専
門
科
目
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
の
が
特
徴
で
す
。
平
成
27

年
度
か
ら
は
県
教
育
委
員
会
の「
一

人
一
人
が
輝
く
活
力
あ
る
学
校
づ

く
り
推
進
事
業
」
の
指
定
を
受
け
、

生
徒
た
ち
が
「
本
物
や
一
流
」
の

も
の
を
触
れ
ら
れ
る
機
会
づ
く
り

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

実
社
会
で
役
立
つ
学
び
、
石
商

　
石
岡
商
業
高
校
は
、
昭
和
39
年

に
県
南
地
区
で
唯
一
の
商
業
高
校

と
し
て
開
校
し
ま
し
た
。
現
在
、

力
を
入
れ
て
い
る
の
は
２
年
間
の

商
業
科
目
の
学
び
の
集
大
成
と
し

て
３
年
生
が
取
り
組
む
課
題
研
究

の
商
品
開
発
。地
域
分
析
を
行
い
、

地
域
性
を
生
か
し
た
商
品
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
か
ら
本
格
的
に
始
ま

り
、
地
元
事
業
者
の
協
力
の
も
と

商
品
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

石
岡
一
高 

野
球
部
が
見
せ
て
く
れ
た

　
　
　
「
新
た
な
文
武
両
道
の
可
能
性
」

石岡商業高校えごま栽培で耕作放棄地の解
消、高齢者の生きがいと健康づ
くり、地域の特産品化を目指し
て活動する「八郷えごま会」か
ら「えごまのしぼりかす」の提
供を受け、ふるさと食品公社（小
美玉市）の協力で、えごまアイ
ス（販売価格 200 円・税抜）を
開発。3 月 1 日から石商前のコ
ンビニエンスストア等で期間限
定で販売予定です▶

◀生活デザイン科には調理を学ぶ
フードデザインコースと福祉も学
べるヒューマンサービスコースが
あります。2 年生になると課題研
究があり、食物・被服・パソコン・
保育・着付けの 5 分野の選択授業
が始まります。着付けはベテラン
の外部講師を招いて行います。普
段の授業の中でも本物や一流のも
のに触れる体験を重視しています。

小橋祐哉さん
（石岡商業高等学校・情報処理科 2 年）
　学校では、先生たちの指導のも
と情報処理検定、ビジネス文書検
定、電卓検定、珠算検定、簿記検
定で 1 級を取得しました。商業高
校に入って良かったことは、興味
の幅が広がったこと。次の目標
は IT パスポート試験です。石岡
一高甲子園出場のニュースを聞い
て、自分が出るかのように嬉し
かったです。ハンドボール部に所
属しているのですが、僕たちも関
東大会に出場できるように頑張ろ
うと力をもらいました。You can 
do it ！頑張れ石一！

石商生から応援メッセージ

千葉結奈さん（石岡第二高等学校 
・生活デザイン科３年）
『「食物・洋裁・和裁」と「保育」の
知識や技能をはかる 4 分野の検定が
あるから、全てで 1 級を取る 4 冠に
挑戦してみない？』と 1 年生の時に
先生に言われたのがきっかけで検定
の勉強に力を入れてきました。例
年、4 冠は県内でも 10 人程度と聞き、
あきらめそうになるときもありまし
たが、先生方のサポートで 4 冠を取
得できました。
　高校で学んだことはコツコツ努力
することの大切さ。努力は裏切らな
い。石一野球部の皆さん、応援して
います。頑張ってください！

石二生から応援メッセージ

石岡第二高等学校

　広報いしおか３月１日号　№３２２　　　６　　　　　　　
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ひ
た
む
き
に
頑
張
る
姿
が
誇
ら
し
い

　
　
　
　
　
　
大
舞
台
で
思
い
っ
き
り

大
人
に
誇
り
を
、

　
　
子
ど
も
に
憧
れ
を

　

地
元
で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち

が
甲
子
園
に
出
場
す
る
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
は
、
小
さ
い
頃
か
ら
彼

ら
の
成
長
を
見
守
っ
て
き
た
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
︵
ス
ポ
少
︶
の
監

督
た
ち
に
と
っ
て
は
誇
り
を
、
ス

ポ
少
で
野
球
を
練
習
し
て
い
る
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
憧
れ
を
抱

く
出
来
事
で
し
た
。

　
「
ス
ポ
少
で
教
え
た
子
ど
も
た
ち

は
、
自
分
の
息
子
と
同
じ
で
す
よ
」

と
力
強
い
口
調
で
話
す
の
は
岡
野

武た
け
し士
さ
ん
。一
年
生
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー

の
中
山
颯
太
さ
ん
が
所
属
し
て
い

た
杉
並
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
監
督
で
す
。

　
「
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
舞

台
で
子
ど
も
た
ち
は
緊
張
す
る
と

思
い
ま
す
が
『
大
丈
夫
だ
、
思
う

存
分
や
っ
て
こ
い
』
と
大
き
な
声

で
言
っ
て
や
り
た
い
。
緊
張
を
乗

り
越
え
て
、
楽
し
ん
で
や
っ
て
ほ

し
い
。
楽
し
ん
で
野
球
を
や
っ
て

い
る
姿
を
見
せ
て
く
れ
れ
ば
そ
れ

で
い
い
ん
で
す
」

　
石
一
野
球
部
の
部
員
た
ち
の
中

に
は
、
市
内
の
ス
ポ
少
出
身
の
子

た
ち
が
多
数
在
籍
し
て
い
ま
す
。

　
「
練
習
や
試
合
の
時
に
、
中
高

生
に
な
っ
た
Ｏ
Ｂ
が
来
て
く
れ

て
、
小
学
生
た
ち
に
コ
ー
チ
し
て

く
れ
る
ん
で
す
よ
。
大
人
が
言
う

よ
り
高
校
生
が
言
う
ほ
う
が
子
ど

も
た
ち
は
素
直
に
聞
く
ん
で
す
」

　
ス
ポ
少
の
監
督
た
ち
は
、
頼
も

し
く
な
っ
た
教
え
子
た
ち
の
活
躍

に
目
を
細
め
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で

　
心
と
体
を
鍛
え
よ
う

　
軟
式
野
球
は
現
在
17
チ
ー
ム
。

１
５
０
人
近
く
の
大
人
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
子
ど
も
た
ち
の
指
導
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。
保
護
者
も
運

営
に
関
わ
る
た
め
友
だ
ち
と
の
中

で
成
長
す
る
子
ど
も
を
間
近
に
見

る
こ
と
が
で
き
、
共
通
の
話
題
も

生
ま
れ
ま
す
。

　
野
球
以
外
に
も
、
サ
ッ
カ
ー
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

剣
道
、ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

柔
道
、空
手
道
、水
泳
、複
合
︵
軟

式
野
球
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
︶
な
ど

石
岡
市
に
は
10
種
目
41
の
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
が
あ
り
ま
す
。
地
域
と

の
関
わ
り
を
通
し
て
心
と
体
を
鍛

え
ま
せ
ん
か
。団
員
募
集
中
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

㉄
石
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
事

務
局︵
石
岡
運
動
公
園
体
育
館
内
︶

☎
２
６・７
２
１
０

（写真提供：石岡第一高等学校・撮影：中村写真館。平成 30 年夏季大会県大会）

　本庁・支所、石岡運動公園、
八郷総合運動公園、駅観光案内
所などで、応援メッセージを募
集中。お寄せいただいたメッ
セージは、市から高校に届けま
す。あなたの気持ちを球児たち
に届けよう！
　3 月 15 日に組み合わせ抽選会
が行われ、対戦校が決定します。
試合当日はパブリックビューイ
ングも企画中。詳しくは広報い
しおか Facebook またはホーム
ページなどでご確認ください。

石岡一高野球部に
応援メッセージを贈ろう！

　　　　　　　７　　　広報いしおか３月１日号　№３２２
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情報ネットワークテレホンサービス（緊急診療をお知らせ）☎ 0800 － 800 － 7766

問 1石岡市役所本庁舎　2八郷総合支所☎ 43–1111（代表）　　　※料金の記載のないものは無料。

対
象
商
品
／
平
成
30
年
４
月
１
日

　
～
平
成
31
年
３
月
31
日
日
ま
で

　
に
購
入
し
た
も
の
（
個
人
間
の

　
売
買
領
収
書
は
不
可
で
す
）

申
請
期
限
／
３
月
末
日

※
30
日
土
・
31
日
日
に
購
入
予
定

　
の
場
合
は
必
ず
事
前
に
ご
連
絡

　
く
だ
さ
い
。

対
象
者
／
国
交
省
の
定
め
る
安
全

　
基
準
に
適
合
す
る
チ
ャ
イ
ル
ド

　
シ
ー
ト
を
購
入
し
、
申
請
日
に

　
市
内
に
住
民
票
が
あ
り
次
の
い

　
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
人

①
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
の
親
権
を

　
も
つ
人

②
妊
娠
中
で
母
子
健
康
手
帳
の
交

　
付
を
受
け
て
い
る
人
、
ま
た
は

　
そ
の
配
偶
者

必
要
書
類
／
購
入
者
の
氏
名
、
金

　
額
・
品
名
が
明
記
さ
れ
た
領
収

　
書
等
、
取
扱
説
明
書
・
母
子
健

　
康
手
帳（
出
産
前
に
申
請
の
場
合
）

問
1
ま
ち
づ
く
り
協
働
課

☎
２
３・７
３
０
４

▼
難
病
患
者
を
対
象
に
、
福
祉
見

　
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

場
所
／
1
社
会
福
祉
課

　
　
　
2
市
民
窓
口
課

見
舞
金
額
／

　
一
人
に
つ
き
年
額
３
万
円

対
象
／
平
成
30
年
10
月
１
日
現
在

　
市
内
在
住
の
難
病
患
者
（
指
定

　
難
病
特
定
医
療
費
助
成
の
対
象

　
疾
病
３
３
１
疾
患
該
当
者
）で
、

　
指
定
難
病
特
定
医
療
費
受
給
者

　
証
ま
た
は
石
岡
市
指
定
の
診
断

　
書
で
継
続
的
治
療
が
必
要
と
認

　
め
ら
れ
る
人

申
込
期
限
／
３
月
29
日
金
ま
で

　
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

※
期
間
内
に
申
請
の
な
い
場
合
は

　
支
給
で
き
ま
せ
ん
。

問
1
社
会
福
祉
課

☎
２
３・５
５
６
９

▼
仕
事
な
ど
で
保
護
者
が
昼
間
家

　
庭
に
い
な
い
児
童
を
対
象
に
、

　
授
業
終
了
後
か
ら
午
後
６
時
30

　
分
ま
で
預
か
る
学
童
保
育
を
、

　
市
内
小
学
校
の
児
童
ク
ラ
ブ
で

　
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
３
月
25
日
月
～
４
月

　
５
日
金
（
新
１
年
生
に
限
り
８

　
日
月
ま
で
）
の
春
休
み
期
間
の

　
募
集
を
行
い
ま
す
。

申
込
期
限
／
３
月
15
日
金

負
担
金
／
日
額
４
０
０
円

（
例
）
３
月
25
日
～
４
月
５
日
ま

　
で
利
用
の
場
合

３
月
（
５
日
）
分　
４
０
０
円
×

　
５
日
分
＝
２
０
０
０
円

４
月
（
５
日
）
分　
４
０
０
円
×

　
５
日
分
＝
２
０
０
０
円

計
４
０
０
０
円

※
日
に
ち
を
指
定
し
て
の
利
用
は

　
で
き
ま
せ
ん
。
利
用
し
な
い
日

　
は
欠
席
と
し
、
負
担
金
は
欠
席

　
で
も
必
要
で
す
。

開
所
日
時
／
月
～
金
曜
日
の
午
前

　
８
時
～
午
後
６
時
30
分

※
府
中
・
東
・
南
・
杉
並
・
園
部
・

　
柿
岡
小
の
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、

　
土
曜
日
も
開
所
し
て
い
ま
す
。

申
込
方
法
／
各
小
学
校
の
児
童
ク

　
ラ
ブ
ま
た
は
生
涯
学
習
課
へ
直

　
接
申
し
込
み

※
申
込
書
は
各
児
童
ク
ラ
ブ
ま
た

　
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
。
定
員

　
に
空
き
が
あ
る
場
合
の
み
受
け

　
付
け
ま
す
。

問
2
生
涯
学
習
課

（
内
線
１
３
６
３
）

応
募
資
格
／
次
の
項
目
す
べ
て
に

　
該
当
す
る
人

　
①
平
成
31
年
３
月
末
現
在
、
保

　
護
者
が
石
岡
市
に
１
年
以
上
在

　
住
し
て
い
る
人

　
②
人
物・学
力
と
も
に
優
秀
で
、

　
経
済
的
理
由
か
ら
修
学
が
困
難

　
な
人

　
③
平
成
31
年
度
の
高
等
学
校
、

　
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
ま

　
た
は
高
等
専
門
学
校
在
学
者

　
（
予
定
者
を
含
む
）

支
給
額
／
年
額
８
万
円

定
員
／
14
人

申
込
方
法
／
３
月
11
日
月
～
４
月

　
12
日
金
ま
で
に
募
集
要
項
を
確

　
認
の
う
え
、
願
書
を
添
え
て
教

　
育
総
務
課
へ
直
接
申
し
込
み

※
募
集
要
項
・
願
書
等
は
教
育
総

　
務
課
ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
か
ら
。

問
2
教
育
総
務
課

（
内
線
１
２
５
９
）

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

　
購
入
補
助
の
申
請

お知らせ

春
休
み
期
間
の

学
童
保
育

募　集

   

石
岡
市
奨
学
生

募　集

防災行政無線 無料テレフォンサービス　☎ 0120-99-6907（通話料無料） 　広報いしおか３月１日号　№３２２　　　８　　　　　　　

福
祉
見
舞
金
の

手
続
き
は
お
早
め
に

お知らせ

広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄



情報ネットワーク テレホンサービス（緊急診療をお知らせ）☎ 0800 － 800 － 7766

問 1石岡市役所本庁舎　2八郷総合支所☎ 43–1111（代表）　　　※料金の記載のないものは無料。

▼
恋
瀬
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス

　
を
走
り
、
筑
波
山
の
麓
で
い
ち

　
ご
狩
り
を
楽
し
み
ま
す
。
い
ち

　
ご
狩
り
の
後
は
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

　
ク
で
昼
食
・
休
憩
し
、
帰
路
に

　
つ
き
ま
す
。

日
時
／
３
月
16
日
土

※
雨
天
時
は
３
月
17
日
日
に
順
延
。

集
合
時
間・場
所
／
（
石
岡
地
区
）

　
午
前
８
時
30
分
・
石
岡
小
学
校

　
屋
内
温
水
プ
ー
ル
入
口

　
（
八
郷
地
区
）
午
前
９
時
・
中

　
央
公
民
館

コ
ー
ス
／
高
倉
休
憩
所
‐
片
野
・

　
ふ
る
さ
と
橋（
八
郷
地
区
合
流
）

　
‐
辻
い
ち
ご
団
地
‐
茨
城
県
フ

　
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
（
昼
食・休
憩
）

参
加
費
／
１
０
０
０
円
（
中
学
生

　
以
下
５
０
０
円
）

※
昼
食
は
各
自
持
参
。

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

　
の
小
学
３
年
生
以
上

※
中
学
生
未
満
は
保
護
者
の
同
伴

　
が
必
要
で
す
。

定
員
／
30
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法
／
３
月
１
日
金
～
14
日

　
木
に
石
岡
運
動
公
園
ま
た
は
八

　
郷
総
合
運
動
公
園
へ
直
接
申
し

　
込
み

※
月
曜
休
館
。
月
曜
日
が
祝
日
の

　
場
合
は
、
翌
日
休
館
。

問
石
岡
運
動
公
園

☎
２
６・７
２
１
０

石
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本

部
長
杯
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

１
月
19
日
土
・
石
岡
運
動
公
園
体
育
館

４
年
生
以
下
男
子
の
部

優
勝
／
大
滝 

祢
翔
・
柴
﨑 

凱
也

　
（
恋
南
）

４
年
生
以
下
女
子
の
部

優
勝
／
市
村 

優
衣
・
前
野 

和
実

　
（
東
少
年
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

５
年
生
の
部

優
勝
／
烏
川 

晶
成
・
小
原 

多
嘉

斗　
（
東
少
年
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

６
年
生
男
子
の
部

優
勝
／
堤 

大
貴
・
堤 

勇
太

　
（
東
少
年
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

６
年
生
女
子
の
部

優
勝
／
菅
野 

心
・
市
村 

愛
優
加

　
（
東
少
年
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

石
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

本
部
長
杯
剣
道
大
会

１
月
20
日
日・石
岡
運
動
公
園
体
育
館

団
体
の
部

優
勝
／
林
少
年
剣
道
教
室
Ａ

３
年
生
以
下
の
部

優
勝
／
鈴
木 

太
智（
府
中
剣
友
会
）

４
年
生
の
部

優
勝
／
飯
田 

凰
太

（
林
少
年
剣
道
教
室
）

５
年
生
の
部

優
勝
／
山
下 

梅
冬（
府
中
剣
友
会
）

６
年
生
の
部

優
勝
／
佐
藤 

優
大（
府
中
剣
友
会
）

▼
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
卒
業

　
や
サ
イ
ズ
が
合
わ
な
く
な
り
不

　
要
に
な
っ
た
市
内
中
学
校
指
定

　
の
制
服
や
体
操
服
を
、
無
料
で

　
提
供
し
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集

　
し
て
い
ま
す
。

　
提
供
さ
れ
た
物
品
は
必
要
な
方

　
に
貸
し
出
し
、
家
庭
の
経
済
的

　
な
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

問
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
２・２
４
１
１

募
集
開
始
日
／
３
月
14
日
木

※
午
前
９
時
に
受
付
順
を
決
め
る

　
く
じ
引
き
を
行
い
ま
す
。

受
付
場
所
／
石
岡
市
役
所
本
庁
舎

　
２
０
１
会
議
室

掲
載
号
／
５
月
１
日
号
～

　
　
　
２
０
２
０
年
４
月
15
日
号

広
告
料
（
１
号
あ
た
り
）
／

１
段
：
２
万
円　
半
段
：
１
万
円

印
刷
色
／
２
色
刷
り

問
1
秘
書
広
聴
課

☎
２
３・７
２
７
５　
　
　

---------------------------------

お
詫
び
と
訂
正

　
「
広
報
石
岡
２
月
１
日
号
」
７

ペ
ー
ジ
の
市
選
挙
管
理
委
員
会
連

絡
先
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正

し
く
は
☎
２
３・７
２
８
２
で
す
。

第
２
回

市
民
サ
イ
ク
リ
ン
グ

募　集

不
要
な
制
服
を

お
譲
り
く
だ
さ
い

募　集

石
岡
市
体
育
協
会

大
会
結
果

お知らせ

「
広
報
石
岡
」

有
料
広
告

募　集

防災無線の放送内容が聞き取れなかったときには…

75,145 人（－ 117）
男　　　37,331 人　（－ 46）
女　　　37,814 人　（－ 71）
世帯数　30,811 世帯（－ 6）

（　）内は前月との比較

人の動き【2019/2/1 現在】
市の人口と世帯

人口増減の内訳
出生　   32　  　転入　147
死亡 　123         転出　173

　　　　　　　９　　　広報いしおか３月１日号　№３２２

広　告　掲　載　欄
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統
計
調
査
・
統
計
調
査
員
と
は

▼
統
計
法
に
基
づ
く
様
々
な
調
査

　
が
実
施
さ
れ
る
際
に
、
調
査
票

　
の
配
布
や
回
収
な
ど
重
要
な
業

　
務
に
従
事
す
る
者
を
、
統
計
調

　
査
員
と
い
い
ま
す
。

統
計
調
査
員
の
仕
事
と
は

①
市
か
ら
従
事
依
頼
が
あ
り
、
調

　
査
の
説
明
会
に
出
席
す
る
。

②
調
査
準
備
を
し
た
上
で
調
査
対

　
象
者
を
訪
問
し
、
調
査
票
の
配

　
布
・
記
入
依
頼
を
す
る
。

③
記
入
済
み
の
調
査
票
を
回
収
・

　
点
検
し
、
定
め
ら
れ
た
提
出
先

　
へ
提
出
す
る
。

報
酬
／
１
つ
の
調
査
に
つ
き
３
～

　
５
万
円
程
度

※
調
査
内
容
や
受
け
持
ち
数
に
よ

　
り
異
な
り
ま
す
。

応
募
要
件
／

・
市
内
在
住
で
満
20
歳
以
上
の
健

　
康
な
人

・責
任
を
持
っ
て
調
査
を
遂
行
し
、

　
秘
密
を
保
持
で
き
る
人

・
税
務
、
警
察
、
選
挙
、
暴
力
団

　
等
に
直
接
関
係
の
な
い
人

応
募
方
法
／
登
録
の
際
に
簡
単
な

　
面
接
を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は

　
政
策
企
画
課
統
計
担
当
ま
で
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
統
計
調
査
の
実
施
数
や
規
模
は

　
年
度
に
よ
っ
て
異
な
り
、
必
要

　
と
な
る
調
査
員
の
数
も
異
な
り

　
ま
す
。
年
間
を
通
じ
て
統
計
調

　
査
の
仕
事
が
あ
る
と
は
限
り
ま

　
せ
ん
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

重
点
募
集
地
区
／
現
在
、
以
下
の

　
地
区
で
統
計
調
査
員
が
特
に
不

　
足
し
て
い
ま
す
。

　
鹿
の
子
・
正
上
内
・
泉
町
・
杉

　
の
井
・
杉
並
・
東
光
台
・
南
台
・

　
旭
台
・
茨
城
・
高
浜
・
北
根
本
・

　
東
田
中

今
後
の
統
計
調
査
に
つ
い
て

▼
来
年
度
以
降
、
農
林
業
セ
ン
サ

　
ス
・
国
勢
調
査
な
ど
の
大
規
模

　
調
査
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
1
政
策
企
画
課

☎
２
３・７
２
７
７

▼
寝
た
き
り
の
高
齢
者
な
ど
に
、

　
紙
お
む
つ
購
入
費
の
一
部
を
助

　
成
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
平
成

　
31
年
１
～
３
月
分
の
受
付
で
、

　
平
成
30
年
度
分
の
最
終
締
切
で

　
す
。
以
降
の
申
請
は
お
受
け
で

　
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
期
限
内

　
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
／
次
の
項
目
す
べ
て
に
該
当

　
す
る
人

　
①
非
課
税
世
帯
②
市
内
在
住
③

　
在
宅
生
活
の
大
半
を
同
居
者
の

　
介
護
が
必
要
な
状
態
に
あ
る
人

　
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
ケ
ア
ハ

　
ウ
ス
で
生
活
し
て
い
る
人
も
該

　
当
す
る
場
合
あ
り
）
④
介
護
保

　
険
で
要
介
護
１
～
５
ま
で
に
認

　
定
さ
れ
て
い
る
人

助
成
対
象
商
品
／
紙
お
む
つ
・
尿

　
と
り
パ
ッ
ド
・
リ
ハ
ビ
リ
パ
ン

　
ツ
（
お
し
り
拭
き
は
対
象
外
）

助
成
額
／

　
１
か
月
上
限
３
２
０
０
円

申
請
期
限
／
３
月
29
日
金

申
請
方
法
／
次
の
①
～
③
を
1
高

　
齢
福
祉
課
ま
た
は
2
市
民
窓
口

　
課
に
持
参
し
申
し
込
み

①
平
成
31
年
１
月
～
３
月
に
購
入

　
し
た
、
品
目
が
記
載
さ
れ
た
レ

　
シ
ー
ト
ま
た
は
領
収
書
（
で
き

　
る
だ
け
対
象
商
品
の
み
記
載
さ

　
れ
た
も
の
）

②
対
象
者
ま
た
は
介
護
者
の
振
込

　
先
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の

③
認
め
印

問
1
高
齢
福
祉
課

☎
２
３・７
３
２
６

▼
コ
ン
サ
ー
ト
鑑
賞
や
、
簡
単
な

　
運
動
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
３
月
28
日
木

　
午
前
10
時
～
11
時
50
分

場
所
／
石
岡
市
民
会
館　
エ
ン
ト

　
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

内
容
／
ワ
ン
マ
ン
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
コ

　
ン
サ
ー
ト
・
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ

持
ち
物
／
上
履
き
・
水
筒

主
催
／
退
職
公
務
員
連
盟

問
退
公
連
石
新
支
部
（
中
山
）

☎
２
３・０
５
１
２

日
時
／
３
月
10
日
日

　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

場
所
／
ミ
オ
ス
大
研
修
室

　
（
Ｊ
Ｒ
赤
塚
駅
前
）

内
容
／
人
工
内
耳
に
よ
る
リ
ハ
ビ

　
リ
に
つ
い
て

講
師
／
冨
澤
文
子
氏
（
東
京
医
科

　
大
学
病
院
言
語
聴
覚
士
）

問
（
一
社
）
人
工
内
耳
友
の
会

　
Ａ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ａ
茨
城
支
部（
川
口
）

☎
０
８
０・６
６
６
９・６
６
３
５

℻
０
２
９・３
５
７・７
９
４
４

統
計
調
査
員
を

　
募
集
し
て
い
ま
す

募　集

紙
お
む
つ
の
購
入
を

助
成
し
て
い
ま
す

お知らせ

い
き
い
き
健
康
教
室

参
加
者

募　集
申
込
不
要

人
工
内
耳
と
い
う
選
択

講 演 会

防災行政無線 無料テレフォンサービス　☎ 0120-99-6907（通話料無料） 　広報いしおか３月１日号　№３２２　　１０　　　　　　　
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▼
こ
こ
ろ
の
悩
み
事
に
つ
い
て
無

　
料
で
相
談
で
き
ま
す
。
お
気
軽

　
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所
／
３
月
６
日
水

　
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

　
３
月
18
日
月

　
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

時
間
／
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
こ
こ
ろ
の
悩
み
事
な
ど
に
、
専

　
門
の
相
談
員
が
電
話
で
相
談
に

　
応
じ
ま
す
。
秘
密
厳
守
。

日
時
／
毎
月
第
２
火
曜
日　
午
前
９

　
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

電
話
番
号
／
☎
４
３・６
６
５
５

　
（
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

▼
環
境
変
化
が
起
こ
り
や
す
い
３

　
月
は
、
自
殺
者
が
増
え
る
傾
向

　
に
あ
り
ま
す
。
国
で
は
３
月
を

　
「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」
と
し
、

　
相
談
機
関
の
周
知
な
ど
様
々
な

　
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
数
年
で
全
国
の
自
殺
者
は

　
３
万
人
を
下
回
り
ま
し
た
が
、

　
依
然
と
し
て
多
く
の
方
が
自
ら

　
命
を
絶
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
も
、
毎
年
自
殺
す
る
方
が

　
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。
周
り

　
が
「
気
づ
く
」
こ
と
で
、
助
か

　
る
命
が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
も

　
大
切
な
人
の
変
化
に
気
付
い
た

　
ら
、
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　
県
で
は
「
い
ば
ら
き
こ
こ
ろ
の

　
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
開
設
し
、

　
う
つ
病
な
ど
の
精
神
疾
患
や
、

　
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
相
談

　
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

電
話
番
号
／
（
平
日
）

☎
０
２
９・２
４
４・０
５
５
６

（
土
日
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
１
２
０・２
３
６・５
５
６

時
間
／
午
前
９
時
～
正
午
、
午
後

　
１
～
４
時
（
平
日・土
日
共
通
）

※
年
末
年
始
、
祝
日
を
除
く
。

日
時
／
３
月
16
日
土

　
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
国
府
地
区
公
民
館

　
（
国
府
５
︲
７
︲
１
）

相
談
内
容
／
遺
言
・
相
続
・
農
地

　
の
有
効
活
用
・
各
種
行
政
手
続

　
き
な
ど

※
前
日
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
み

問
県
行
政
書
士
会 

県
南
支
部

☎
４
３・０
５
３
６

地域の見守り活動等
協力に関する協定を締結

　この協定は、協定締結事業者が業務中
に気がかりな高齢者などや道路環境の
異変（陥没や倒木など）を察知した場合、
市に連絡をして事件・事故などを未然に
防ぐものです。今後も見守りの目となる
協力事業者の拡大を進めていきます。
平成 30 年度  新規協定締結事業者
湖北水道企業団◎ 第一環境株式会社◎

協定締結事業者
いばらきコープ生活協同組合◎
東京電力㈱　茨城支店
綜合警備保障㈱　茨城支店
かもめガス㈱
水戸ヤクルト販売㈱
ALSOK 茨城㈱
ヤマト運輸㈱　茨城主管支店◎
茨城県高圧ガス保安協会
土浦支部・石岡部会・八郷部会
水戸信用金庫　石岡中央支店
東部瓦斯㈱　茨城南支社
㈱常陽銀行　
石岡支店・柿岡支店・石岡東支店
茨城県信用組合　石岡支店・石岡東支店
常総生活協同組合
日本郵便㈱※
明治安田保険相互会社　水戸支社石岡営業所
生活協同組合　パルシステム茨城
新ひたち野農業協同組合
㈱セブン－イレブン・ジャパン◎
よつ葉生活協同組合
やさと農業協同組合
住友生命保険相互会社　水戸支社
茨城新聞 茨城会・㈲金子新聞店・㈲エスケー
エム・㈲小路新聞販売・㈲好美・YC 石岡西部
公益社団法人　茨城県医薬品配置協会
ジブラルタ生命保険
石岡薬剤師会
ワタミ株式会社◎
※日本郵便㈱は県との包括協定です。
◎：道路環境についても、見守り活動を
行う協定を締結した事業者です。
問地域包括支援センター☎ 35-1127

行
政
書
士
に
よ
る

無
料
相
談
会

相　談

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

（
要
予
約
）

相　談

３
月

自
殺
対
策
強
化
月
間

お知らせ

こ
こ
ろ
と
い
の
ち
の

電
話
相
談

相　談

防災無線の放送内容が聞き取れなかったときには…　　　　　　　１１　　広報いしおか３月１日号　№３２２
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情報ネットワークテレホンサービス（緊急診療をお知らせ）☎ 0800 － 800 － 7766

問 1 石岡市役所本庁舎　2 八郷総合支所☎ 43–1111（代表）　　　※料金の記載のないものは無料。

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー 

ニ
ュ
ー
ス
問
☎
２
７・５
１
７
１
（
木
曜
休
館
）

開
館
時
間
／
午
前
10
時
～
午
後
８
時

▼
春
先
は
空
気
が
非
常
に
乾
燥
し

 　
風
の
強
い
日
が
多
い
こ
と
か

　
ら
一
年
の
中
で
も
っ
と
も
火
災

　
が
起
こ
り
や
す
い
季
節
で
す
。

　
火
の
元
に
は
十
分
注
意
し
て
お

　
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

３
月
上
旬　
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
状
況
調
査
を
実
施

▼
消
防
職
員
と
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

　
員
が
戸
別
訪
問
し
、
住
宅
用
火

　
災
警
報
器
の
設
置
の
有
無
・
点

　
検
状
況
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
地
区
／
旭
台
一
丁
目
、
二
丁

　
目
、三
丁
目
、東
光
台
一
丁
目
、

　
二
丁
目
、
東
成
井
地
内
、
真
家

　
地
内

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

作
動
確
認
を
し
ま
し
ょ
う

▼
い
ざ
と
い
う
と
き
「
作
動
し
な

　
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
が
な
い

　
よ
う
に
、
定
期
的
に
点
検
ボ
タ

　
ン
を
押
し
て
作
動
確
認
を
行
い

　
ま
し
ょ
う
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
交
換
時

　
期
は
10
年
が
目
安
で
す
。
ご
注

　
意
く
だ
さ
い
。

ス
プ
レ
ー
缶
は
中
身
を

使
い
切
っ
て
処
分
し
ま
し
ょ
う

①
缶
を
振
っ
て
中
身
の
有
無
を
確

　
か
め
る
。

②
「
シ
ャ
カ
シ
ャ
カ
」「
チ
ャ
プ

　
チ
ャ
プ
」
音
が
し
た
ら
中
身
が

　
残
っ
て
い
る
の
で
使
い
切
る
。

③
缶
を
振
っ
て
音
が
鳴
ら
な
く
て

　
も
、
ガ
ス
抜
き
キ
ャ
ッ
プ
で
出

　
し
切
り
、
穴
を
開
け
て
ガ
ス
を

　
抜
く
。

※
ガ
ス
抜
き
や
穴
あ
け
作
業
は
、

　
必
ず
火
気
の
な
い
風
通
し
の
良

　
い
屋
外
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
石
岡
市
消
防
本
部
予
防
課

☎
２
３・０
１
１
９

　
　
　
　
　
　
　

３
月
１
日
金
～
７
日
木

春
季
全
国

火
災
予
防
運
動

お 知 ら せ

市内の月間交通事故件数
【1/31 現在】
・発生件数…23 件（－2）
・死者数……0 人（－1）
・負傷者数…30人（＋１）
・物損事故…258 件（－44）
※（　）内は前年比
問石岡警察署 交通課
☎ 28–0110

●
い
し
お
か
雛
巡
り

歴
史
絵
巻
情
景
飾
り

▼
情
報
セ
ン
タ
ー
の
ス
テ
ー

ジ
で
お
雛
様
た
ち
が
繰
り
広

げ
る
歴
史
絵
巻
で
す
。

期
間
／
３
月
10
日
日
ま
で

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー

い
し
お
か
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
入
賞
作
品
展

日
時
／
３
月
30
日
土

～
４
月
12
日
金

●
が
っ
て
ん
カ
フ
ェ

親
切
ホ
ル
モ
ン
は

生
き
る
力

日
時
／
３
月
27
日
水

　
午
後
１
時
か
ら

内
容
／
認
知
症
を
理
解
し
て

　
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
ろ
う
、

　
脳
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
・
シ

　
ナ
プ
ソ
ロ
ジ
ー

講
師
／
所 

圭
吾
氏

（
理
学
療
法
士
）

●
同
時
開
催
・
春
休
み
企
画

が
っ
て
ん
モ
ー
ル

時
間
／
午
後
２
時
～
４
時

▼
店
員
さ
ん
と
し
て
働
い
た

り
、
お
年
寄
り
に
サ
ー
ビ
ス

す
る
と「
ま
ち
か
ど
コ
イ
ン
」

を
ゲ
ッ
ト
！
駄
菓
子
な
ど
の

お
買
い
物
が
楽
し
め
ま
す
。

●
サ
ン
ド
市

今
月
は
16
日
土
開
催
！

時
間
／
午
前
11
時
～
午
後
３
時

場
所
／
ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン

タ
ー
・
中
心
街
の
店
先
で
、
手

作
り
品
、
園
芸
品
、
新
鮮
野

菜
な
ど
が
並
び
ま
す
（
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
参
加
者
募
集
中
）

●
パ
ソ
コ
ン
教
室

「
仲
間
と
ワ
ハ
ハ
で
脳
活
Ｏ
Ｋ
」

日
時
／
３
月
18
日
・
25
日
月

午
前
10
時
～
正
午
・
午
後
１
時

～
３
時
、
午
後
３
時
～
５
時　

資
料
代
／
５
０
０
円

３
月
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

◆
心
と
体
の
健
康
相
談（
不
定
期
）

◆
折
り
紙
教
室　

日
に
ち
／
３
月
23
日
土

◆
ち
り
め
ん
小
物　

日
に
ち
／
３
月
16
日
土

◆
ま
ち
か
ど
バ
ザ
ー
ル

日
時
／
３
月
６
日
水

午
前
10
時
か
ら

出
店
自
由
・
参
加
者
募
集
中

▲同時に２つのことを行う
ゲームで、脳を鍛えます。

▲まちかどコインは、葉っぱでできた通
貨。大人も子どもも楽しめます。

▲ガスを出し切ること
で、火災事故を防ぐこ
とができます。

　広報いしおか３月１日号　№３２２　　１２　　　　　　　



２
月
３
日
（
日
）

　人
々
の
言
葉
の
中
か
ら

　
あ
る
文
芸
評
論
家
の
講
演
会
を

聞
い
て
、
次
の
２
点
が
心
に
刻
ま

れ
ま
し
た
。
一
つ
は
、
昨
年
は
明

治
百
五
十
年
、
さ
ら
に
今
年
は
記

念
す
べ
き
改
元
の
年
で
、
今
こ
そ

日
本
と
い
う
国
を
見
つ
め
直
す
好

機
で
あ
る
こ
と
。
二
つ
め
は
、
こ

れ
か
ら
の
日
本
に
つ
い
て
は
、
美

を
追
求
し
て
き
た
が
義
に
切
り
替

え
る
べ
き
と
思
う
。

　
具
体
的
に
は
、
そ
れ
を
実
現
す

る
方
策
と
し
て
、
昭
和
15
年
の
紀

元
二
千
六
百
年
記
念
に
作
ら
れ
た

交
声
曲
「
海
道
東
征
」
を
全
国
各

地
の
主
要
都
市
で
公
演
し
て
、
雰

囲
気
を
高
め
て
は
い
か
が
で
あ
ろ

う
か
と
い
う
趣
旨
で
し
た
。

　
因
み
に
、
作
詞
は
北
原
白
秋
で

作
曲
は
信
時
潔
の
両
天
才
で
、
そ

の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
聴
衆
は

感
動
の
極
み
に
達
し
た
と
い
い
ま

す
。
ま
た
、
作
曲
家
の
信
時
潔
は

全
国
の
公
立
高
校
な
ど
約
６
０
０

校
の
校
歌
を
手
が
け
、
そ
の
う
ち

の
一
曲
に
石
岡
一
高
の
校
歌
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
過
日
ひ
ま
わ
り
の
館
で
開

催
さ
れ
た
「
地
域
福
祉
を
考
え
る

集
い
」
で
は
、８
人
の
発
表
者
が
、

そ
れ
ぞ
れ
に
素
晴
ら
し
い
意
見
発

表
を
展
開
し
ま
し
た
。
中
高
校
生

の
二
人
は
、
聴
く
者
に
成
長
と
未

来
を
感
じ
さ
せ
、
年
長
者
の
６
人

は
思
い
や
り
の
大
切
さ
を
伝
え
て

く
れ
ま
し
た
。
常
々
地
方
自
治
体

は
時
代
の
変
化
を
先
回
り
し
て
捕

ま
え
、
予
め
そ
れ
に
備
え
る
こ
と

が
責
務
の
一
つ
だ
ろ
う
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　
人
口
減
少
問
題
が
そ
の
代
表
格

で
し
た
。
そ
の
内
側
に
あ
っ
た
の

が
少
子
化
と
超
高
齢
化
の
二
つ
で
、

政
策
に
取
り
組
む
に
従
い
、
新
た

な
局
面
が
次
々
と
出
現
し
て
き
ま

す
。
子
育
て
支
援
や
健
康
寿
命
な

ど
の
言
葉
は
２
０
０
０
年
以
降
に

頻
出
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
人
生
百
年
、
包
括
支
援
な
る
４

字
成
句
は
、
さ
ら
に
そ
の
先
に
あ

る
未
来
を
暗
示
す
る
意
味
深
い
言

葉
で
、
究
極
の
超
高
齢
化
の
到
来

と
地
域
福
祉
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化

が
顕
著
に
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。

日
々
、
様
々
な
人
々
の
言
葉
の
中

か
ら
私
は
新
し
い
時
代
の
流
れ
を

強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
文
・
今
泉
文
彦

市
長
日
記

Vol.42

シリーズ 45
テーマ「子ども達を守るために」
団体／石岡市民間交通指導員連絡協議会
　学童等の登校時の安全を確保するため、毎朝
立哨活動を行っています。
とき／ 10 月 16 日　参加者／ 20 人
参加者から出た意見
●道路標識やスクールゾーンなどが見づらい箇
　所があるので、対応をしてほしい。
●指導員の年齢が高齢化しており、後継者不足
　により欠員の学区がある。
●市からは、指導員の活動に必要な制服等を貸
　与してもらっているが、現場の声を反映させ
　て見直しをしてほしい。

シリーズ 46
テーマ「歴史・文化を生かしたまちづくり」
団体／石岡市歴史ボランティアの会
　「常陸風土記の丘」「ふるさと歴史館」や市内
の遺跡や建造物等について案内をしています。
とき／ 1 月 16 日　参加者／ 14 人
参加者から出た意見
●見学者がその場で調べものができるよう、各
　施設に「フリー Wi-Fi」を設置してほしい。
●多くの観光客で賑わう風土記の丘の桜まつり
　であるが、周辺道路の渋滞解消のための臨時
　駐車場を確保してほしい。
●各史跡の解説や地図・写真をふんだんに掲載
　した、有料のパンフレットを作ってほしい。

\市長と話そう！ /タウンミーティング
　タウンミーティングとは、市長自らが地域や
団体の皆さんのもとに出向き、より良いまちづ
くりのためにお話を伺う制度です。

※自治会やボランティアグループなど 10 人以
上であれば、随時申し込みを受け付けています。
問秘書広聴課　☎ 23-7274
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岡
第
一
高
等
学
校
は
、
明

治
43
年
に
開
校
し
、
今
年

創
立
１
１
０
年
を
迎
え
ま
す
。

　
そ
し
て
、
今
春
の
選
抜
高
等
学

校
野
球
大
会（
セ
ン
バ
ツ
甲
子
園
）

に
初
出
場
し
ま
す
。

　
開
校
当
初
は
「
新
治
郡
立
農
学

校
」
で
、
石
岡
高
等
小
学
校
（
現

在
の
石
岡
小
学
校
）
の
校
舎
を
利

用
し
て
い
ま
し
た
。
大
正
11
年
に

現
在
地
に
移
転
、
大
正
12
年
に
は

県
立
に
移
管
し
、「
茨
城
県
立
石

岡
農
学
校
」と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

　
創
立
以
来
、
農
学
校
の
模
範
校

と
し
て
発
展
を
続
け
ま
し
た
。
特

に
直
営
農
場
で
の
農
業
実
習
で

は
、
水
田
・
畑
・
家
畜
・
養
蚕
の

ほ
か
、
呼
吸
困
難
の
鎮
静
薬
の
原

料
と
な
る
ロ
ベ
リ
ヤ
ソ
ウ
の
栽
培

に
成
功
す
る
な
ど
、
多
く
の
薬
草

栽
培
も
行
わ
れ
、
高
い
評
価
を
得

て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
伝
統
は
現
在
も
引
き

継
が
れ「
新
し
い
形
の
文
武
両
道
」

と
し
て
、
セ
ン
バ
ツ
甲
子
園
の
出

場
へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
開
校
当
初
の
地
で
あ
る
石
岡
小

学
校
敷
地
内
の
ふ
る
さ
と
歴
史
館

で
、
石
岡
農
学
校
時
代
の
古
写
真

を
展
示
中
で
す
。
ま
た
、
石
岡
一

高
社
会
部
が
収
集
し
た
埴
輪
や
瓦

な
ど
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

●
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
展
示

古
写
真
に
み
る
石
岡
一
高

―
石
岡
農
学
校
の
こ
ろ

期
間
／
４
月
７
日
日
ま
で

場
所
／
ふ
る
さ
と
歴
史
館

　
　
　
（
総
社
１
‐
２
‐
10
）

開
館
時
間
／
午
前
10
時
～
午
後
４

　
時
30
分

休
館
日
／
月
曜
日
・
３
月
７
日
木

こ
ど
も
図
書
館
本
の
森
に
は

「
子
育
て
応
援
コ
ー
ナ
ー
」
が

あ
り
ま
す
！

▼
本
の
森
に
は
、
こ
ど
も
だ
け
の

　
も
の
で
は
な
い
、
大
人
向
け
の

　
本
も
あ
り
ま
す
。

　
「
子
育
て
応
援
コ
ー
ナ
ー
」に
は
、

　
妊
娠
・
出
産
・
育
児
に
関
す
る

　
子
育
て
応
援
本
が
た
く
さ
ん
置

　
い
て
あ
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
お
越

　
し
く
だ
さ
い
。

春
の
読
み
聞
か
せ
に

お
す
す
め
の
本
！

▼
寒
い
冬
が
終
わ
り
、
春
の
訪
れ

　
を
告
げ
る
桜
。
春
と
い
え
ば
、

　
多
く
の
人
が
真
っ
先
に
桜
を
思

　

い
浮
か
べ
る
の
で
は
な
い
で

　
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
桜
の
一
年

　
を
美
し
い
絵
で
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
絵
本
を
読
ん
だ
ら
、
お
子

　
さ
ん
と「
は
な
の
あ
か
ち
ゃ
ん
」

　
は
ど
の
く
ら
い
か
、
ぜ
ひ
お
近

　
く
の
桜
の
木
を
見
に
行
っ
て
み

　
て
く
だ
さ
い
ね
。
そ
の
他
、
ひ

　
な
ま
つ
り
や
入
学
準
備
の
本
な

　
ど
を
揃
え
て
い
ま
す
。

図書館つうしん問 中央図書館　☎ 24‒1507

時の記憶
シリーズ 156

石岡農学校
問文化振興課（支所）
　☎ 43-1111
　　　　（内線 1323）

石

【３月の休館日】 ４日月・11 日月・18 日月・22 日金・25 日月・28 日木

中央図書館　
こども図書館 本の森

≪おはなし玉手箱≫
・２日土午前 10 時 30 分～
≪ひよこのおはなしかい≫
・14 日木午前 10 時 30 分～
≪おはなし会≫
・16 日土午前 10 時 30 分～

中央公民館
≪おはなしフレンズ≫
・９日土午後 2時 30 分～
--------------------------------
※申し込みは不要です。すべ
て 30 分程度で、赤ちゃん連
れでも大丈夫です。安心して
お越しください。

３月の楽しいおはなし会 ◀第２木曜日のひ
よこのおはなしか
いを行う「なかよ
し」さん。4 か月
児健診時に絵本の
読み聞かせを行う
「ブックスタート」
でも活躍中。赤
ちゃん向けの絵本
をたくさんご紹介
しています

▲農業実習でイチゴを摘む石岡農学校生

▲場所は「おはなしのへや」
　入口前！

「さくら」長谷川摂子／文
福音館書店

　広報いしおか３月１日号　№３２２　　１４　　　　　　　



石
岡
俚
謡
会石　

岡　
貝
泉
奄
卆
翁

年
末
ジ
ャ
ン
ボ
に　
託
し
た
夢
が

　
消
え
て
今
年
も　
寒
い
冬

府　
中　
稲
田　
す
み

意
志
は
弱
い
が　
今
年
は
書
こ
う

　
光
る
新
品　
日
記
帳

国　
府　
坂
下　
蜻
蛉

柱
支
え
た　
礎
石
の
く
ぼ
み

　
歴
史
伝
え
る　
国
衙
跡

東
大
橋　
醍
醐　
正
夫

朝
の
緑
茶
を　
味
わ
い
な
が
ら

　
さ
て
と
一ひ
と
ひ日
を　
考
え
る

山　
崎　
若
色　
茂　

  

謹
賀
新
年　
一
緒
に
住
も
う

　
一
人
息
子
の　
年
賀
状

　
　
下　
林　
加
藤　
弥
生 

初
日
輝
く　
古
城
の
松
に

　
さ
っ
と
一ひ
と
は
け
刷
毛　
今
朝
の
雪

い
し
お
か
俳
句
同
好
会

貝　
地　
小
池
つ
と
夢

義
理
賀
状
そ
れ
さ
へ
出
せ
ぬ
喪
中
か
な

東
大
橋　
醍
醐　
正
夫

木
枯
ら
し
の
老
い
の
肌
刺
す
夜
道
か
な

北
府
中　
高
木　
忠
雄

滝
凍
る
水
の
息
の
根
止
め
ら
れ
て

太　
田　
根
岸　
基
美

北
風
や
人
置
き
去
り
の
世
の
早
さ

細　
谷　
松
﨑　
淑
子

店
頭
に
餅
花
か
ざ
し
客
を
呼
ぶ

や
さ
と
俳
句
会辻　

　
上
林　
愛
子

初
日
影
生
き
る
力
を
授
か
り
ぬ

太　
田　
越
智　
旅
舟

初
御
空
十
七
音
を
極
め
た
し

瓦　
谷　
石
田　
清
美

相
応
の
夢
育
ま
む
年
新
た

俳
句

石
岡
短
歌
同
好
会

南　
台　
海
老
澤
明
子

掃
除
す
と
い
ふ
わ
が
部
屋
を
あ
と

に
し
て
食
堂
に
見
る
真
冬
の
太
陽

井　
関　
木
間
塚
具
子

水
霜
の
お
り
た
る
庭
に
色
を
増
す
プ

リ
ン
セ
ス
ミ
チ
コ
の
花
び
ら
の
赤

南　
台　
田
村　
満
佐

芽
の
出
る
を
見
る
は
楽
し
も
朝
夕

に
畑
見
ま
は
り
し
て
み
た
く
な
る

真　
家　
川
崎　
夫
久

下
萌
や
大
地
に
生
を
感
じ
取
り

柴　
内　
羽
生　
俊　

節
分
や
九
十
一
歳
の
身
と
な
り
し

福
を
招
く
や
孫
の
声
聞
く

●
作
品
募
集

　
市
民
の
作
品
（
俳
句
・
短
歌
・

俚
謡
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

送
付
先
／
〒
３
１
５
‐
８
６
４
０

　
石
岡
市
石
岡
一
丁
目
一
番
地
一

　
石
岡
市
役
所　
秘
書
広
聴
課

　
「
文
芸
い
し
お
か
」
係

文芸いしおか

石　
岡　
外
川
な
を
み

癌
を
病
み
黄
泉
の
花
園
近
づ
く
か

八
十
路
の
歩
み
ゆ
る
ゆ
る
と
な
る

八
郷
短
歌
会山　

崎　
鈴
木　
菫　

体
調
が
良
け
れ
ば
沢
庵
漬
け
む
か
と

迷
い
つ
つ
大
根
の
手
配
を
す
ま
す

山　
崎　
西
口
は
ま
子

ひ
と
あ
ゆ
み
喜
寿
へ
の
階
段
上
り

ゆ
く
元
号
改
む
に
願
ひ
を
込
め
て

鹿
の
子　
田
村
こ
ま
く
さ

遠
く
懐
か
し　
写
真
を
見
つ
め

　
淡
い
思
い
出　
汚
れ
な
い

国　
府　
篠
原　
美
千
代

残
る
余
生
は　
三
猿
主
義
と

　
決
め
て
静
か
に　
茶
を
点
て
る

下　
林　
白
井　
冨
喜
江

共
に
笑
顔
で　
新
春
迎
え

　
愛
の
介
護
の　
ケ
ア
キ
会

●
文
化
協
会
に

入
り
ま
せ
ん
か
？

　
文
化
協
会
で
は
、
会
員
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。一
緒
に
俳
句・

短
歌・俚
謡
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

問
文
化
振
興
課
（
支
所
）

☎
４
３・１
１
１
１
（
内
線
１
３
２
２
）

短
歌

俚
謡

投
稿
作
品

文化協会だより
　八郷吟詠会は、漢詩を吟唱する会です。
昭和 36 年に発足してから、約 57 年を経て
現在に至っております。
　詩吟は難しいという声を耳にしますが、
そんなことはありません。詩吟は唄ですか
ら、普通に声を出して唄えばよいのです。
そして、自分なりに漢詩を唄って、ひと時
を満足できれば健康にもよいことです。
　吟詠会では、年に数回公民館に集って練
習をし、八郷芸能祭や近隣の吟詠大会に参
加して楽しんでいます。
　随時会員を募集しております。どうぞお

気軽に入会してください。会員一同お待ち
しております。
会員／ 13 人　　年会費／無料
問八郷吟詠会
　☎ 090-1421-6216（中田 守文）

第７回  八郷吟詠会

　　　　　　　１５　　広報いしおか３月１日号　№３２２



わが家のアイドル

久野楓
ふうか
華ちゃん

（2歳3か月・写真撮影時）
（東成井）

これからも元気いっ
ぱい、たくさん遊ぼ
うね！

坂本莉
り た
汰ちゃん

（８か月・写真撮影時）
（井関）
出来ることが日に日
に増えて、嬉しい毎
日♪莉汰くんの笑顔
がパパとママは大好
きです♡

■市内在住の未就学児のお子さんの写真を
　広報紙に掲載しませんか？
　詳しくはお問い合わせください。

行ってみよう！
  児童館、児童センター

平成31年3月1日　編集／石岡市 秘書広聴課　☎0299‐23‐7275　〒315‐8640茨城県石岡市石岡一丁目1番地1
ホームページアドレスhttp://www.city.ishioka.lg.jp/　電子メールkouhou@city.ishioka.lg.jp　メールマガジンをご利用ください。　　　 
　　環境にやさしい植物油インキを使用しています。

クラブ名 内容 対象 曜日（時間） 年会費

スポーツあそび 遊び感覚でスポー
ツに親しもう！ 小学生 月（放課後） 1,000 円

こどものくに ゲームやクッキン
グ等を楽しもう！ 小学生 木（放課後） 1,000 円

習字クラブ お手本を見て、き
れいな字を書こう 新 3年生 金（放課後） １か月

1,200 円
親子教室 絵本の読み聞かせ、

歌遊びなど
親子

（2歳～）金（午前中） 1,000 円

なかよしルーム 自由遊び、絵本の
読み聞かせなど

親子
（0歳～）水（午前中） 1,000 円

クラブ名 内容 対象 曜日（時間） 年会費

こどもの国 製作やクッキング
等を楽しもう！ 小学生 月（放課後） 1,000 円

スポーツクラブ スポーツに親しもう 小学生 金（放課後） 1,000 円
習字教室 お手本を見て、き

れいな字を書こう 新 3年生 水（放課後） 1か月
1,200 円

ちびっこ広場 ふれあい遊びや読
み聞かせ

親子
（1歳～）月（午前中） 500 円

にこにこ広場 製作やクッキング
など

親子
（2歳～）木（午前中） 700 円

キンダークラブ
リズム遊びやクッ
キングなど

親子
（年少～
未就学児）

木（午後3時30
分～4時30分） 1,000 円

いしおかイベント広場近く

東小学校近く

問児童センター（旭台 3-9-21）
　☎ 26-3678

問児童館（府中 5-7-33）　☎ 22-3858

児童館、児童センターは、親子から
小学生までが利用できる子育て支援
の場です。親子で楽しめるイベント
から放課後の子どもたち向けに習字
教室やお料理、スポーツ教室を行っ
ています。保育士も常駐
していますので、安心し
て利用できます。
詳しくは▶▶▶▶▶▶▶
------------------------
3 月 15 日金から各施設で申し込み
を開始します。（定員になり次第締
め切ります。興味のある方はお早め
にお問い合わせください）

児童センター

土曜日も開館している子育て支援施設です。来年度 参加児童・親子を募集

▲親子教室・なかよしルームでは季節の
行事を取り入れた歌遊びなどや読み聞か
せを行います。節分の時はキュートな赤
鬼と青鬼も登場しました（児童館）

児童館

▲放課後、小学生対象のスポーツ、習
字教室なども開催しています。そのほ
か赤ちゃん・幼児親子を対象にしたク
ラブもあります（児童センター）

※詳細の時間はお問い合わせください

※詳細の時間はお問い合わせください
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